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市 民 祭育体

　青天の秋晴れのもと、「伊佐市民体育祭」
が開催され、熱い戦いが繰り広げられました。
　結果は次の通りです。
　優勝：羽月　準優勝：田中　３位：菱刈
　出場した皆さん、関係者の皆さんご協力あ
りがとうございました。　

全国大会へ行ってきます！

第 11 回全国社会人９人制バレーボール大会出場
　大口クラブ

第 64 回全国理容競技大会出場
平瀬智之さん（重留西出身・24 歳）



ま ち
の 話 題

9　　広報いさ  2012.11.01

「日本一めざす！」
県代表に３人選抜

　12 月 25 日～ 28 日、大阪府で開かれる「第
26 回全国都道府県対抗中学バレーボール大
会」に出場する県代表のメンバー 24 選手に、
市内の中学生３人が選ばれました。
　大会までは、チームプレー強化のために、
週末を中心に県内各地で練習するとのことで
す。“心ひとつに頑張ってください”
　伊尻紗希さん（羽月・写真左）
　腰替葵さん（平出水・写真中央）
　橋本尚大さん（羽月・写真右）

団旗も新しくなりました！

　平成 24 年度から中学校で必修となる「武
道」。市内にも県の強化指定選手２人や全国
大会に出場経験がある南永小学校 5 年の川村
愛美さんが所属する「伊佐柔道スポーツ少年
団」があります。
　小学生から中学生までの仲間は、連帯感や
協調性を養い、体を鍛えるだけでなく、規律
正しい礼節を学んでいます。毎週火・金曜日
の週２回、19 時から 21 時まで伊佐市総合体
育館柔道場において練習に励んでいます。興
味のある人は、見学してみてはいかがですか。

台風なんか吹き飛ばせ！
秋の大運動会

　台風の影響が心配された市内 14 小学校の
運動会は、９月 30 日、全校で無事開催され
ました。曇り空で気温も低く肌寒い１日でし
たが、力強いかけ声と動きでグラウンドを駆
け回る子ども達に、応援の家族・近隣住民も
熱い声援を送りました。
　また、大口小学校（写真）は創立 140 周年、
牛尾小学校は創立 130 周年を迎え、各校独自
のプログラムで祝いました。

伊佐・人吉親善剣道大会

　10 月 6 日、隣接する人吉市と親善剣道大
会が人吉市で開かれました。両市の交流促進
を目的に 2009 年から始まった今大会も４回
目をむかえ、小・中・高校・一般の各部門で
団体戦が行われました。
　一般の部では、田中信孝人吉市長（65 歳）
と隈元市長（62 歳）がそれぞれ大将として
出場。総合成績は人吉市が４連勝を果たしま
したが、注目の市長対決は４年連続の引き分
けとなりました。
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市来功成   絵画展

「本物の自転車で走ってるみたい」

　先月から開催されている、市来功成さん
（針持出身：写真左）の里帰り絵画展を見学
に行くと、奥さまの美香さん（写真右）と一
緒に迎えていただきました。
　動物たちの姿が描かれた作品は、油彩やク
レヨンのあたたかな色調が心を癒してくれま
す。
  「- 君と僕 - 市来功成絵画展クレヨン画のね
こたち 里帰り個展」は、“榎木孝明アート・
カフェ ギャラリーひしかり”において 11 月
20 日まで開催中です。

　10 月 17 日、大口南中学校１・２年生 63
人を対象に自転車シミュレーターを使った交
通安全講習が行われました。
　プロジェクターで投影された走行画面を普
段どおり運転するよう指示された生徒は、緊
張気味にハンドルを握り、少しぎこちない様
子で画像内コースを体験しました。
　走行後は、伊佐警察署員とともに走行結果
を見ながら危険箇所を通過する際の注意点を
確認し、不十分な点について説明や助言を受
けました。
　生徒たちは、「本物の自転車を運転してい
るみたいだ」と、驚きの声をあげていました。

「安全運転で行ってらっしゃい」

　「秋の全国交通安全運動」に合わせ、伊佐
市内でも交通安全キャンペーンが開催されま
した。
　９月 28 日早朝、まごし館前の交差点で「伊
佐人の波作戦」が開催され、18 団体約 300
人が色とりどりののぼり旗を持ち、通行中の
車や歩行者に交通安全を訴えました。
　また、同日夕方には、久七トンネル付近で
人吉市と合同キャンペーンも行われ、ドライ
バーに安全運転を呼びかけました。

重大事故を未然に防ぐため
「免許返納」

　10 月 1 日から「運転免許証自主返納支援
事業」がスタートしました。運転に不安を感
じる高齢者が運転免許証を返納した後、申請
すると、市がタクシー券や商品券３万円分を
支援します。
　開始初日に夫婦で申請し認定された、尾上
功さん（77 歳）・芳子さん（77 歳）は、「運
転することを心配していた子ども達から助言
もあり決断した。不安はあったが、特に不便
は感じていない」と支援品を手にホッとした
様子で語られました。
　この事業については、７ページをご覧くだ
さい。




